株式譲渡制限会社で取締役会・監査役設置会社の定時株主総会
（一括審議方式）
議事録作成と吹き出し削除の仕方について
①議事録中の●黒マルの箇所を自社用に書き換えます。②吹き出しオブジェクトは、ページ毎にグループ化していますので、ページ毎にオブジェクトをクリックしてＤｅｌｅｔｅキーを押すとページ内は一括削除されます。
＜決議事項＞
1 計算書類等承認
2 取締役選任
3 監査役選任
4 取締役の報酬等の額
5 監査役の報酬等の額
計算書類の適法性及び相当性を保証する意味で、報告事項の前に、監査役から監査報告を行ないます(会社法第384条)。

第●●回定時株主総会議事録

１．開催日時　　平成●●年●●月●●日
開会　●●時●●分
閉会　●●時●●分
２．開催場所　　●●●●
３．出席取締役　●●●●、●●●●、●●●●
４．出席監査役　●●●●、●●●●
５．議長　　　　代表取締役社長　●●●●
６．議事の経過の要領及びその結果

議長は、定刻に、開会を宣した。
議長は、株主の出席状況を事務局から次のとおり報告させるとともに、本総会は議案の決議に必要な定足数を満たしていることを報告した。
（１）総株主数　　　　　●●名
発行済株式総数　　●●株
（２）議決権を行使することができる株主数　　●●名
その議決権数　　　　　　　　　　　　　●●株
（３）本日の出席株主の状況（委任状による出席を含む）　●●名
　　　その議決権数　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●株
　　　議決権行使書を提出した株主数　　　　　　　　　　●●名
　　　その議決権数　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●株
　　　合計出席株主数　　　　　　　　　　　　　　　　　●●名
　　　その議決権数　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●株

【議事の進め方】
　議長は、本総会の議事の進め方について、監査報告、報告事項の報告、決議事項の内容の説明の後に、報告事項及び決議事項に関する質問や動議等を一括して受け付け、その後に決議事項について採決に入らせて頂きたい旨を説明し、議場に諮ったところ、出席株主の多数の賛成により了承された。

【監査報告】
議長は、報告事項、及び決議事項の審議に先立ち、●●常勤監査役監査報告を求めた。
[bookmark: _GoBack]●●常勤監査役は、第●●期事業年度における監査結果は招集通知に添付の監査報告謄本に記載のとおり適法かつ適正であり、また、本総会の各議案についても法令及び定款に適合しており、指摘すべき事項はない旨を報告した。

【報告事項】　第●●期（平成●●年●●月●●日から平成●●年●●月●●日まで）
事業報告の件
　議長は、当期における事業の概況につき別添参考書類に記載の事業報告をもとにその内容を報告した。

【決議事項】
第１号議案　　第●●期計算書類承認の件
　議長は、第●●期貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表について、別添の参考書類をもとにその内容を説明した。

第２号議案　　取締役●●名選任の件
　議長は、本議案について、現在の取締役●●名全員が本定時株主総会の終結の時をもって任期満了となるので、取締役●●名の選任を行いたい旨を述べた後、下記取締役候補者につき審議を求めた。　　　　　　　　
取締役候補者　●●●●
取締役候補者　●●●●
取締役候補者　●●●●

第３号議案　　監査役●●名選任の件
　議長は、本議案について、現在の監査役が本定時株主総会の終結の時をもって任期満了となるので、監査役●●名の選任を行いたい旨を述べた後、下記監査役候補者につき審議を求めた。
監査役候補者　●●●●
監査役候補者　●●●●
取締役報酬の改定は、株主総会の承認事項ですので、改定決議をした場合に記載します。

第４号議案　　取締役の報酬等の額の改定の件
　議長は、本議案について、当会社の現在の取締役の報酬等の額は、平成●●年●●月●●日開催の第●●回定時株主総会で承認を得て、年額●●万円以内と決定され現在に至っているが、その後の経済情勢の変化や諸般の事情を勘案して、年額●●万円以内（従来どおり使用人兼務取締役の使用人部分給与は含まない）に改定したい旨を述べた後、審議を求めた。

第５号議案　　監査役の報酬等の額の改定の件
　議長は、本議案について、当会社の現在の監査役の報酬等の額は、平成●●年●●月●●日開催の第●●回定時株主総会で承認を得て、年額●●万円以内と決定され現在に至っているが、その後の経済情勢の変化や諸般の事情を勘案して、年額●●万円以内に改定したい旨を述べた後、審議を求めた。

【質問と説明】
　議長は株主に質問を求めたところ、次の質問に対して議長が次の説明をした。
・出席票番号●番株主：事業報告の内容について質問するが、リーマンショック以来、どのような業績回復策をとっているのか。
・議長：現在、●●という方策を実行中である。
・出席票番号●番株主：第２号議案について質問するが、取締役候補者である●●氏は●●株式会社の取締役に既に就任しているが、当社の事業との利益相反性が惹起されるおそれはないか。
・議長：そのような懸念はない。取締役候補者である●●の●●株式会社での取締役の経験を当社の事業展開に生かしていただく。

【議案の採決】
　以上をもって質疑を終わり、議案の採決に入った。
第１号議案　出席株主満場一致をもって原案のとおり承認可決された。
第２号議案　出席株主満場一致をもって原案のとおり承認可決された。選任された●●●●氏、●●●●氏、●●●●氏は、それぞれ就任を承諾した。
第３号議案　出席株主満場一致をもって原案のとおり承認可決された。選任された●●●●氏、●●●●氏は、それぞれ就任を承諾した。
第４号議案　出席株主満場一致をもって原案のとおり承認可決された。
第５号議案　出席株主満場一致をもって原案のとおり承認可決された。

【閉会】以上をもって全ての議事が終了したので、議長は閉会を宣した。

上記議事を明確にするためこの議事録を作成する。

平成●●年●●月●●日

●●●●株式会社

議事録作成者　代表取締役社長　●●●●　　印
